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３．平成３．平成1717年年33月期月期 業績予想修正業績予想修正
及び配当について及び配当について



第1回 修正予想
(平成16年8月9日)

期初 予想
(平成16年5月18日)

9,000当期純利益

15,000経常利益

15,000営業利益

145,000売上高

平成17年3月期

（百万円）

連 結平成17年3月期 売上高、営業利益、経常利益、当期純利益の予想3 - 1

第1回 修正予想
との増減率
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12,500

21,500

21,500

156,000

15,500

25,000

25,000

165,000

24.0%

16.3%

16.3%

5.8%

通期着地予想
(平成16年11月16日)



（百万円）

連 結平成17年3月期 市場別売上高の予想3 - 2
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金融機器市場

平成17年3月期

流通交通市場

自動販売機市場

遊技市場

その他市場

合 計

期初 予想
(平成16年5月18日)

61,000

28,000

12,000

33,000

11,000

145,000

66,500

29,500

13,000

35,500

11,500

156,000

第1回 修正予想
との増減率

69,500 4.5%

通期着地予想
(平成16年11月16日)

30,500 3.4%

14,500 11.5%

38,500 8.5%

12,000 4.3%

165,000 5.8%

第1回 修正予想
(平成16年8月9日)



連 結配当について3 - 3
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株主の皆様への適正な利益還元を努めるとともに、

環境変化に備えた収益基盤の強化、並びに将来の

事業展開のため、内部留保の充実を図ります。

配当政策につきましては、



４．新紙幣関連情報４．新紙幣関連情報
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改造需要
４００
（４７％）

更新需要
４５０
（５３％）

８５０億円

４５０億円 （５３％）

３５０億円 （４１％）

５０億円 （ ６％）

平成１５年９月期時点
予想

１００

２００

３００

４００

５００

６００

７００

８００

９００

１，０００
億円

売上高

年度別

売上高比率

H16/3

８５０億円

４７０億円 （５５％）実績

３６０億円 （４２％）

２０億円 （ ３％）

改造需要
４２０
（４９％）

更新需要
４３０
（５１％）

平成１６年３月期時点
予想

H17/3

H18/3

９００億円

４７０億円 （５２％）実績

４１０億円 （４６％）

２０億円 （ ２％）

平成１６年８月時点
予想

改造需要
３９０
（４３％）

更新需要
５１０
（５７％）

連 結新紙幣発行に関する全体の需要予想の変化4 - 1

H16/9 08

平成１６年１１月時点
予想

９００億円

４７０億円 （５２％）実績

４２０億円 （４７％）

１０億円 （ １％）

改造需要
４２０
（４７％）

更新需要
４８０
（５３％）
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進捗率進捗率

90％

100％

90％

48％

100％

95％

53％

92％

98％

100％

100％

85％

100％

100％

100％

100％

52％

69％

16％

3％

累計売上高

更
新

金融機関
市場

流通市場

自販機・遊技
市場

改
造

金融機関
市場

流通市場

自販機・遊技
市場

累計更新売上高

累計改造売上高

４３億円

３０５億円

３２億円

５２億円

３４７億円

４１億円

平成１７年３月期 予想
（平成１６年１１月１６日）

８９０億円

４８０億円

３４７億円

５５億円

７８億円

３０５億円

４８億円

５７億円

４１０億円

億円

４７０億円

平成１６年３月期 実績

68％

18％

4％

52％

新紙幣関連売上高予想

■■ 金融機関市場
■■ 流通市場
■■ 自販機・遊技市場

連 結4 - 2
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７８３億円

平成１６年９月期 予想
（平成１６年５月１８日）

平成１６年９月期 実績
（平成１６年１１月１６日）

８２０億円

４４０億円

３８０億円

２９億円

３００億円

１４億円

５４億円

３５１億円

３５億円

４４０億円

３４３億円

８億円

２１０億円

２億円

１０億円

２３７億円

３億円

２５０億円

２２０億円

進捗率

２年間の新紙幣発行に関する実績と予想



新紙幣発行への対応4 - 3
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・平成１６年１１月１日 日銀は５０億枚準備(１万円２５億枚、５千円２億枚、千円２３億枚)
・市場での流通量約１１０億枚(１万円約６５億枚、５千円約５億枚、千円約３３億枚)
⇒約２年間で新旧紙幣を切り替え予定

新紙幣発行後、動作確認テストを実施



５．業績に寄与した製品５．業績に寄与した製品
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単 独業績に寄与した製品（新紙幣関連を除く）5 - 1
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海外市場 流通市場

病院市場カード市場
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24

62
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H15/9 H16/9

紙幣入金整理機ＵＷシリーズ 小型入金機ＤＳシリーズ

Ｐカード+ＩＣカード関連製品 診療費支払機ＦＫシリーズ

警送委託企業の業種・業態が拡大

診療費支払機の認知度が向上し、需要拡大ＩＣカード市場が拡大

正損識別機能付製品の需要が拡大

億円

億円

億円

百万円

8.1

13

Ｐカード

ＩＣカード



６．今後の事業展開について６．今後の事業展開について
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事業別売上高のイメージ

売
上
高

連 結今後の事業展開について[事業別売上高イメージ]6 - 1

新紙幣発行による
需要

１,７６８億円

１,６５０億円

【新規事業】

【現行事業】

【強化事業】

保守売上高

14H16/9

H16/3 H17/3予想 H18/3予想H15/3 H21/3予想

１,１５０億円

１,４５０億円

１,１７３億円



グローバル化する市場への展開

金融、流通、カジノ市場での

販売体制強化と新製品開発

金融：テラー周辺機器販売強化

現地にシステムメーカーとの

技術拠点開設を準備

流通：レジつり銭機

つり銭機の展開

ｶｼﾞﾉ：フロア新製品 【ｶｼﾞﾉKIOSK】
・ラスベガスで試行中
・ゲーミングショウへの出展

アメリカ

その他地域

偽造通貨排除の需要拡大に伴う販売強化と新製品の投入

人的投資、代理店の活用により、現地の実態をタイムリーに掌握で

きる体制を構築。タイムリーな商品提供を行う。

・インド、バングラディッシュでの売上増加中

への対応

偽造通貨

新通貨

機械化

今後の事業展開について[海外事業]6 - 2
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直販体制の構築

ロシア、ベルギー、ドイツでの支店開設により、

対応国の売上が増加中

システムメーカーとのタイアップ

スペインなど主要銀行へフロント機器を展開中

ヨーロッパ・ロシア

生産体制の整備

・蘇州工場操業開始。現地部品調達

100％でコスト削減を目指す。

・単機能の付加価値製品を開発し、
市場規模の拡大を図る。

販売拠点の強化
上海、北京、深圸支店を新設。
専任営業マンとサービスマンで
入札に関与できる体制の早期確立

中 国



0

100

200

300

H12/3 H13/3 H14/3 H15/3 H16/3 H17/3予 H21/3予

億円

17.2%

8.0% 8.4% 9.8% 10.6%
6.6% 8.6%

5%

20%

10%
15%

海外事業売上高 比率

地域別売上高

127億円127億円

アメリカアメリカ

ＯＥＭＯＥＭ

ヨーロッパヨーロッパ

中国・台湾・韓国など中国・台湾・韓国など

アジア・オセアニアアジア・オセアニア

売上高目標売上高目標

129億円129億円 124億円124億円 116億円116億円 142億円142億円

250億円250億円

87億円87億円

連 結今後の事業展開について[海外事業 売上高推移]6 - 3
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連 結今後の事業展開について[流通事業]6 - 4

H16/9 17

１）フロント機器

①商品のラインナップ強化

②資産を活用した高効率開発体制
⇒つり銭機基本機能の多分野への展開

【ＳＳ市場】【交通市場】

２）出納

①新規商品の開発(オンリー１商品の開拓)

②商品券入金機の機能強化

２つの市場に対する事業の強化

①入金機のラインナップ強化

②流通業以外の業種・業態に

対応した製品の開発・展開

流通市場

警送市場

70

80

90

100

JAN型POSシステム累計稼動台数

0

5

10

15

H10 H11 H12 H13 H14 H15

硬貨レジつり銭機累計稼動台数

JAN型POSシステムと
硬貨レジつり銭機の累計稼動導入台数推移（万台）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H10 H11 H12 H13 H14 H15

売上金入金機累計稼動台数

売上金入金機の累計稼動台数推移（全体）（万台）

■ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ

■ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ

■総合ｽｰﾊﾟｰ

■ﾊﾟﾁﾝｺﾎｰﾙ

■ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

■ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

■百貨店

■ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ

売上金入金機
の
主な導入先



・業界関連企業と連携したグロス販売の展開
・新紙幣への対応をきっかけにシェアアップをはかる

●パチンコ産業の市場規模拡大

約２９兆円 （前年比６４億円UP）
・・・レジャー白書２００４より

●店舗は減少し、大型化・チェーン化

大手チェーン 売上高1兆円突破

●１店舗当たりの設置台数は増加

現在、１店舗平均約３００台

今年1年で１,０００台以上の設置店舗が

１６店舗増加

●パチンコ関連機器の市場規模

15,000

16 ,000

17 ,000

18 ,000
台

営業店数

260

270

280

290

300

310

Ｈ10年 Ｈ11年 Ｈ12年 Ｈ13年 Ｈ14年 H15年

1店舗当り遊技機
設置台数

遊技場数と１店舗あたりの遊技機設置台数推移

今後の事業展開について[遊技事業]6 - 5
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市場動向

・パチンコ機 9,010億円

・パチスロ機 5,300億円

・周辺機器等 3,810億円

1兆8千億円



診療費支払機の展開

今後の事業展開について[その他の事業]6 - 6
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決済事業(病院市場) ＤＰ事業(金融市場)

●販売体制の強化
●カード会社との協業

製品ラインナップの拡充

●集中センター向け製品
●大量の処理業務向け製品
●営業店向け製品

集中センター向け
高速カラースキャナー
ＦＵ-３００

決済事業(ＩＣカード市場)

非接触ＩＣカード製品の拡充

●トータル提案の展開

入退出管理

電子マネー
入金機

オートレジスター決済端末

公金処理システム
オートセレクタ
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億円

新紙幣関連需要

新規分野

その他市場

遊技市場

自動販売機市場

流通・交通市場

金融機関市場

1,768

1,650

連 結今後の事業展開について[市場別売上高 予想]6 - 7
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1,150

(２００４／３) (２００５／３) (２００６／３) (２００７／３) (２００８／３) (２００９／３)

1,450

※金融機関市場の売上高
の中には海外市場の売

上高が含まれています。



７．ご７．ご参参考考
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自社内にＩＣカードトータルシステムを導入

今後の事業展開について[決済事業]ＩＣカード事業7 - 1
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電子マネーとしても活用できる
非接触ＩＣカードを社員証に採用。

社内では

●●代金精算(社員食堂、自動販売機)

●●勤怠管理

●●出張費精算

●●入退出管理(顔照合システム活用)

社外では

●●Ｅｄｙ機能を使い代金精算

(ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ・ｺｰﾋｰｼｮｯﾌﾟ等)

１枚のカードで･･･
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本社ｼｮｰﾙｰﾑ ﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ7 - 2

GLORY NEXT GALLERY
～グローリーの歴史とビジュアル化した技術を紹介～

平成１６年１０月２５日オープン

ミュージアム ゾーン

テクノロジー ゾーン

シアターゾーン



ありがとうございましたありがとうございました

当資料に記載されている将来の見通しなどについては、現時点で入手可能な情報に基づいて
作成されたものです。

当社を取り巻く内外の経済情勢、業界動向、商品需給、新技術の進展などにより、
今後において業績見通しが変動するなどのリスクや不確実性を含んでおります。

従いまして、投資判断を決定する場合には、本資料の将来の見通しのみに依拠することは、
お控えくださるようお願い申し上げます。

また、本資料の将来の見通しに関する記述につきましては、法律上その手続きが必要となる
場合を除き、事前予告なく変更することもありますので、ご了承ください。

http://www.glory.co.jp
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